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先天股脱および Dysplasia 40症例71関節(男 7 例女33例)について整復後 2 年以上の早期遠隔成績と 7
年以上の中期遠隔成績のレントゲン像を比較した。臼蓋発育の程度を臼蓋角によって観察すると非観血的













減捻内転骨切り術 (3 才より 14才まで、の16人20関節)について術後 2 年以上経過したものの関節発育を
調査するとすべての症例が大腿骨頚部の起立，すなわち外皮股の再発傾向を示した。若年者ほどこの傾向




















にとどめるものがある。本研究では， 20関節において行なわれた術後の関節発育を 2 年以!二調査して各年
令層によって矯正度が異なるべき乙とを，外反角の経年変化の面から決定した。乙の外皮!交の手術的矯正
)交に関する著者の寄与は，転子悶骨切り術を実施する場合の重要な指標として臨床的価値が大である。
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